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ガウスは，去（・－1）が2のべきである一般の場合の一例として・この躰的解法をあ・デ
ているのである．ガロアの天才は言うまでもないが，40年近くも前にこの解法に達してい
たガウスの先見性には，ただただ驚くばかりである．
　実際の作図について，次は『ガロアの理論』（1．スチュワート著）に紹介されている
Richmondの作図法である．
4．（1）改めて次のようにおく：
　　　　　x，ニζ1十ζi6十ζ4十ζi3十ζiS十ζ9十ζ8十ζ2（＝2（a十b）），
　　　　　x2ニζ3十ζi4十ζs十ζ］2十ζn十ζi，十ζ7十ζ6（＝2（c十d）），
　　　　　yi一ζ1＋ζ16＋ζ4＋ζ’3（－2・），　y、一ζ15＋ζ’＋ζ8＋ζ2（－2b），
　　　　　y，＝ζ3＋ζ’4＋ζ5＋ζ聖2（＝2c），　　y4＝ζ’i＋ζl°＋ζ7＋ζ6　（＝2d）
このときθ＝2乙とおくとζk＋ζ17－k＝：2　cos　ke，　k＝1，…，16より
　　　　　　17
　x、＝2（cosθ十cos　8θ十cos　4θ十cos　2θ），　　x、＝2（cos　3θ十cos　7θ十cos　5θ十cos　6θ）
　y、＝2（cosθ十cos　4θ），　　　y2＝2（cos　8θ十cos　2θ）
　y，＝2（cos　3θ十cos　5θ），　　　y4＝2（cos　7θ十cos　6θ）
x1，x、はQ上の方程式x2＋x－4＝oの解でありXl＞x・である・
　「2－（3＞，　3－（1）よ　り」
y、，y、はN上の方程式X2－x、X－1＝0の解でありyi＞y、である．
「y1＋y，＝ζ1＋ζ16＋ζ4＋ζ13＋ζ15＋ζ9＋ζ8＋ζ2＝Xl
　yly，＝（ζ1＋ζ16＋ζ4＋ζ13）（ζ15＋ζ9＋ζ8＋ζ2）ニー1
y1－y2＝2（cosθ十cos　4θ一cos　8θ一cos　2θ）
　　　＝　－2（cos　8θ一cos　4θ十cos　2θ一cosθ）
　　　一・（…6θ…2θ＋…号θ…去θ）〉・」
　y，，y、はN上の方程式X2－x、X－1＝0の解でありy3＞y4である．
（2＞φをtan　4φニ4を満たす正の鋭角のうちで最小のものとする．
　　　「2つあるがそのうちの小さい方」
　φ，2φ，4φはすべて鋭角である．
X2＋X－4＝X2＋4cot　4φX－4＝（X－2tan　2φ）（X＋2cot　2φ），κ1＞0より
Xl＝2tan　2φ，　x2＝　－2cot　2φ．
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X2－x，X－1－X2－・・…φX－1－
iX－・・n（φ＋f））（X－・an（φの），　・・　〉・・2より
第…
iφ＋f）・Y・　一・・…（φ一f）・
　X2－x2X－1＝X2十2cot　2φX－1＝（X－tanφ）（X十cotφ），　y3＞y、より
　Y3＝＝tanφ，　Y4ニ　ーcotφ．
よって　2（cos　3θ十cos　5θ）＝y3＝tanφ，
・…3θ…5θ一・（…8θ＋…2θ）一・・　一・・an（φ一f）・
（・）
5．図のようにOA，　OBを一つの円の二本の直交する半径とする，
・1－?E・とし・∠・IE－t∠・IAとする・
　　∠EIF一号となるようにA・上に点・をとる・
AFを直径とする円がOBと交わる点をKとし，　Eを中心としKを通る円がOAと交わ
る点を図のようにN，，N，とする．そしてOAに垂直にN，P，とN，P，をひく．
　そのとき∠OIA＝4φでかつ∠OIE＝φ．
　　「tan∠OIA　＝：4でかつ∠OIAが鋭角であるから」
また ・（…∠A・P・＋…∠A・Ps）一・（号鋳＋劃
　　　　　　　　　　　　　　　　一・（ON3－ON5　　0A）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OE　　　　OE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝tanφ。　　 　　 ＝4－＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OA　　　　　　　　　　　　OI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ON30N5　4cos∠AOP3　cos∠AOP5＝－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0A　OA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OK2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「△ON3K　Gつ△OKN5」　　　　＝－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0A2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0A・OF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「△OAK　Oつ△OKF」　　　　＝－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0A2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0F　　　　　　　　　　　　　　　　＝－4－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OA
　　　　　　　　　　　　　　　　－一｛渠一…（f一φ）…（φ一f）
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これらと4－（2）（＊）をくらべて，∠AOP，　・＝3θ，
∠AOP5＝5θを得る．したがってA，　P3，P5
は与えられた円に内接する正17角形の0番目，
3番目および5番目の頂点であり，∠P，OP，を
2等分すればθも得られる．
P5　　B
N5　FOEN3 A
